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研究成果の概要： 
世界的規模で展開するグローバル化と伝統的な宗教の相互連関を研究目的とした本プロジェ
クトでは、日常的な宗教実践とその再編が情報メディアを媒介にして、新中間層と呼ばれる社
会階層に広く浸透していること、その変化は一国内に留まることなく、宗教集団・指導部と海
外移住者も直結させるトランスナショナルなネットワークによって支えられており、宗教的意
味世界を内面から揺るがす影響力を孕んでいることが明らかになった。 
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 直接経費 間接経費 合 計 
２００６年度 4,200,000 1,260,000 5,460,000 
２００７年度 3,900,000 1,170,000 5,070,000 
２００８年度 4,400,000 1,320,000 5,720,000 
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研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：文化人類学 ・ 文化人類学・民俗学 
キーワード：宗教改革運動、宗教実践、日常生活の再編、世俗内倫理、情報化社会、エスニッ
ク・アイデンティティ、宗教集団の国際的ネットワーク、宗教的習合の再編 
 
 
１．研究開始当初の背景 
近年のグローバル化の中で、伝統的宗教が
再活性化している状況が見られる。その最も
先鋭な現れがイスラム原理主義であるが、仏
教、ヒンドゥー教、キリスト教等いずれの宗
教においても、同時平行的な現象が散見され
る。その現れ方で特徴的なことは、表現形態
がきわめて多様でありながらも、復古主義的
な装いをとりつつ、都市中間層を主要な基盤
としていること、さらに在家信者における世
俗内倫理体系の再編成の追求や、最新の情報
メディアの駆使などが共通していることで
ある。 
近年イスラム原理主義等の宗教運動が過
激化し、暴力的なテロリズムの方向を強める
点が注目されることで、あたかも近代化、工
業化、都市化に、宗教全人口が全面対峙・対
立しているかの報道と状況分析が行われて
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いる。しかし、そうした表層的な現象の基盤
をなす当該地域の市民社会では、より本質的
な過程、すなわち宗教の近代的再編過程が同
時進行している。 
従来宗教的実践コミュニティにおいて、集
合的に行われてきた儀礼や行事が、大幅に見
直しを受け、個人ベースにおける個別的儀礼
や行事へと変貌を遂げていることが、一般的
に観察できる。その変化の方向性は、物質的
な利害関心や現世的利益を追求する世俗化
への変化が見られる反面、その対極に原典的
原理に基づいた本源的な救済を求める精神
的な実践の強まりが見られる。とりわけ最新
技術や情報メディアを駆使しつつ、宗教集団
の指導部と信者が時空間を超越してネット
ワークで直結され、日常レベルで宗教原理の
問い直しが進められ、日常生活のあらゆる側
面のあり方が吟味改変されている。  
宗教実践においては、時間軸においても聖
なる時間が特定され、儀礼や行事の執り行わ
れる空間も、寺院や教会等に限定されており、
俗なる時空間において宗教的意味の付与は
希薄であった。しかし現在進行中の世界規模
の変化を前にして、そうした宗教的聖性を外
部から破砕し、日常生活のあらゆる局面にお
いて聖性そのものが問題化している。こうし
た外在的な変化を伴う宗教的精神世界の改
変により、特権視されてきた宗教集団、とり
わけ指導者や僧侶集団のあり方も根本的に
問い直されつつある。 
 
 
２．研究の目的 
本プロジェクトでは東南アジアの諸都市
で進行しつつある上記のような変化を、各地
域、宗教集団の調査研究実績のある人類学研
究者を組織し、3 年間にわたる共同研究を通
じて解明することを目的にしている。 
上座仏教、イスラム教、キリスト教、華人
系大乗仏教等における動態を共通の問題意
識とし、宗教人口の日常性に迫る調査研究を
めざしている。そのため、各地域における長
期の現地調査経験をもつ研究代表者、連携研
究者、さらには研究協力者が一丸となって、
それぞれの研究ネットワークを駆使して、新
たに生じている現象を効率的かつ詳細に把
捉し、研究報告会を通じて情報交換を行い、
国別・社会別の偏差と共通性を解明する。 
初年度の調査研究は、各国の首都圏の各宗
教組織の中心から、トップダウンの傾向を持
って進められつつある宗教の再編、活性化の
動きの全体構造の掌握に力点を置く。具体的
には、調査対象地域を東南アジア諸都市の首
都圏に定めると共に、地方都市との国内的ネ
ットワークを通じてトップダウン的変化が
どこまで浸透しているかの調査を進める。 
２年目の調査では、在家信者とその周辺の
人々における日常生活レベルの変化に調査
の力点を移す。初年度に得られた知見を参照
しつつ、生活現場で生起するミクロかつ微細
な変化と、個人から集団あるいは宗教組織指
導部へという、ボトムアップの動きの背後に
ある相互連関に着目した調査を行う。 
最終年度の３年目は、各宗教組織の外延と
多元的共存の実態、さらには宗教集団の国際
的ネットワークの展開状況を個別に検討す
る。 
以上のように、調査の焦点を、3 年間にわ
たって、首都圏と地方における相互関係・相
互連関を中央から照射し、次に個人から宗教
集団・組織へと移行させ、最後にその複雑性
を組織の外部とトランスナショナルな影響
力という空間的な広がりの中に位置づける
ことで、在家信者個人、宗教集団・組織の境
界線の内外に着目しつつ、その重層的性格の
実態解明に力点を置くこととする。 
 
 
３．研究の方法 
今回の研究組織のメンバー各人は、それぞ
れの調査対象について、長期調査研究実績を
有しており、そうした成果を踏まえた上で、
効率的な文化人類学的現地調査を遂行する。 
具体的には、東南アジア各国別にグループ編
成をし、各地域、宗教集団の調査研究を進め
る。 
一方上座仏教、イスラム教、キリスト教、
華人系大乗仏教等で多様な展開を見せる宗
教の動態を共通の問題意識と枠組みで把握
することをめざして、研究会報告と討議、総
合的分析を重視する。すなわちグローバルな
社会変化を大前提に、国別・宗教別編成によ
り、多様な宗教的精神世界の変容とその重層
的性格を把握する方法を用いる。 
 
 
４．研究成果 
 ３ヵ年にわたる本プロジェクトにより、以
下のような研究成果が得られる結果となっ
た。 
 まず、グローバリゼーションの中での宗教
的動態であるが、研究仮説どおり、伝統的宗
教の再活性化が空間的な広がりの中で、同時
進行することが改めて確認できた。その表現
形態は多種多様であり、地域的偏差が大きい
ものであった。しかし、ここで注目すべきは、
個人の宗教的意味・精神世界がグローバル化
する近代的な都市空間、さらには首都圏と地
方との再編と密接に関わっていることであ
る。 
 変容する都市空間において、その特徴的な
役割を演じているのが、ニューリッチと呼ば
れる新中間層である。東南アジアの諸都市全
域において、彼らの宗教実践は従来型の在家
  
信者のそれとは大きく異なる。復古主義的な
装いをまといながらも、世俗内倫理の再編お
よび追及、さらには最新の情報技術・メディ
アを駆使している。こうした姿は、２０世紀
後半のいわゆるポストモダン的な世界潮流
と連動している。 
 このように東南アジア諸都市で散見され
る宗教改革・刷新運動は、都市空間のグロー
バルな再編・再配置を前提として、近代学校
教育をテコに社会的モビリティを高めてき
た新しい社会階層の台頭と、密接に連関して
いる。ちなみに新中間層の生活様式や行動様
式に関しては、従来民主的意識の覚醒という
政治学的観点からのみ議論されることが一
般的であった。 
しかし本プロジェクトの知見により、新中
間層と宗教改革・刷新運動という新しい視座
が切り開かれたことになる。首都圏を生活拠
点とする彼らの宗教的実践が、果たして従来
の宗教集団、あるいは近代的な発展から依然
取り残された周辺地域の在家信者に、どの程
度影響力を持ちうるのかなど、今後の研究課
題も明確にすることができた。 
 他方、新中間層を基盤とした近年の宗教改
革・刷新は、一国内に限定されないトランス
ナショナルな影響力を誇る点で、非常に示唆
に富んでいる。人の移動に伴い、彼らの宗教
的実践はインターネットやケーブルテレビ
などのメディアを媒介にして、遠隔地であっ
て、宗教集団・組織、さらに指導部とリンク
することを可能にする。ここに新しい在家信
者ネットワークの誕生が指摘できる。 
彼らの宗教的実践は、極めてバーチャルな
メディア領域に浸透しており、信者相互の関
係性は従来のそれと比較すると、極めて希薄
で排他的かつ個人的ともいえる。いわば閉じ
られた個人の世界の中から、宗教と個別の関
係を結ぼうとする点も、新しい宗教的現象の
一つといえる。 
 要約すれば、本プロジェクトの成果は、伝
統的な宗教の刷新が情報メディアを媒介に
して、新しい社会階層によって日々実践され、
それが一国内に留まらない波及力と浸透力
を持っている点を、東南アジア首都圏の全域
に再確認できたことである。 
 なお、研究成果の一部はすでにメンバー個
人が論文や学会発表等の形で公表、社会還元
を行なってはいるが、本プロジェクトとして
総合的成果をプロジェクト報告書として刊
行する予定である。 
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